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「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
（令和２年３月）

第１編 総説

第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成

する際の手順

第３編 単元ごとの学習評価

・指導事例の紹介

国立教育政策研究所のwebページから
ダウンロードすることもできます。

以下「参考資料」 という。



「知識・技能」の評価

〇 個別の知識及び技能の習得状況について評価する。

〇 それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、
概念等として理解したり、技能を習得したりしているかについて評価する。

※上記の考え方は、現行の評価の観点である
・「知識・理解」（各教科等において習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価）
・「技能」（各教科等において習得すべき技能を生徒が身に付けているかを評価）
においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○ ペーパーテストにおいて、事実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念
的な理解を問う問題とのバランスに配慮する。

○ 実際に知識や技能を用いる場面を設ける。
・生徒に文章により説明をさせる。
・（各教科等の内容の特質に応じて、）観察・実験をさせたり、式やグラ
フで表現させたりする。

参考資料 P9



全国学力・学習状況調査【平成19年度A5(1)B5(3)】

正答率 96.0%

正答率 18.2%

知識・技能等を実
生活の様々な場面
に活用することは
簡単ではない。



「思考・判断・表現」の評価

※上記の考え方は、現行の評価の観点である「思考・判断・表現」の観点においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○ 論述やレポートの作成、発表、グループでの話合い、作品の制作や表現等
の多様な活動を取り入れる。

○ ポートフォリオを活用する。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力、
判断力、表現力等を身に付けているかどうかを評価する。

参考資料 P9



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「主体的に学習に取り組む態度」については、知識及び技能を獲得したり、思考力、
判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で、自らの学
習を調整しようとしているかどうかを含めて評価する。

「おおむね満足
できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」
状況（Ａ）

「努力を要する」
状況（Ｃ）

②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
態
度

①粘り強い取組を行おうとする側面

②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面

見過ごさず、Bに引き上げ
るよう支援しましょう。



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

＜評価の工夫（例）＞

○ ノートやレポート等における記述

○ 授業中の発言

○ 教師による行動観察

○ 生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に

考慮する材料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。
（例えば、ノートにおける特定の記述などを取り出して、他の観点から切り離して
「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。）

「今日の授業は楽しかった」など内容と関わりない記述のみ
を取り出して評価するわけではありません。

「教科書に戻って確認する」
「ノートを振り返って見直す」など
自己の学習を調整する経験を積む。

参考資料 P9、P10

解決する上で困ったこと、うまくいったこと
などを表現させることも考えられる。

計算がうまくいかないけれど、
どうしたら解けるかを考えよう
としているなど。



参考資料 第２編中学校数学科の「内容のまとまり」

参考資料 P27



参考資料 P30

(1)正の数と負の数について、数学的活動を通して、次の事項を身に付け
ることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｱ)正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。
(ｲ)正の数と負の数の四則計算をすること。
(ｳ)具体的な場面での正の数と負の数を用いて表したり処理したりする
こと。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
(ｱ)算数で学習した数の四則計算と関連付けて、正の数と負の数の四則

計算の方法を考察し表現すること。
(ｲ)正の数と負の数を具体的な場面で活用すること。

Ａ(1)「正の数と負の数」

中学校数学科の「内容のまとまり」



「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の観点ごとのポイント

参考資料 P31

文末を「～している」
（知識に関わること）、
「～することができる」
（技能に関わること）な
どとして評価規準を作成
する。

文末を「～することがで
きる」として評価規準を
作成する。

数学的活動の楽しさや数
学のよさに気付いて粘り
強く考え、数学を生活や
学習に生かそうとしたり、
問題解決の過程を振り
返って検討しようとした
り、多面的に捉え考えよ
うとしている。
（第1学年評価の観点の
趣旨）



第２学年の「文字を用いた式」の内容のまとまりごとの評価規準（例）

参考資料 P82

「気付いて」(１年)→「実感して」(２、３年)
「検討」(１年) →「評価・改善」(２、３年)

※巻末資料（P75～P88)に「内容のまとまりごとの評価規準（例）」が
掲載されています。ぜひ、参考にしてください。



第２学年の「データの分布」の内容のまとまりごとの評価規準（例）

参考資料 P83

データの分布のみに
ある言葉

データの分布において
は特に身に付けたい力
である。



学習評価の進め方
について

参考資料 P35

参考資料 第３編



各学校において授業で育成を目指
す資質・能力を明確にする。

「内容のまとまりごとの評価規準」
の考え方を踏まえて作成する。



「おおむね満足できる」状況(B)とは
何か、「努力を要する」状況(C)への
手立てをどうするか等を計画する。

学習状況を評価し、生徒の学習改善、
教師の指導改善につなげる。

総括の資料とするための記録に残す
評価場面を精選する。



１．単元の目標

学年目標では「身に付けるようにする」、
「～する力を養う」、「～しようとする態度
を養う」

参考資料 P41

(1)一次関数についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとと
もに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、 数学的に表現・処
理したりする技能を身に付ける。

(2)関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考
察し表現することができる。

(3)一次関数について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り
強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を
振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

資料では、生徒を主語にしている。
（※教師を主語にすることも考えられる。）

学年目標の一次関数
に関連する部分

事例１：指導と評価の計画から評価の総括まで

単元名 一次関数 内容のまとまり 第２学年C（1）「一次関数」



参考資料 P41

指導と評価の計画の備考欄では、
「知①」や、「思②」、「態③」などと表記

指導と評価の計画から評価の総括まで



ねらい：本時で育成を目指
す資質・能力を明確にする。

※重点：重点的に生徒の
学習状況を見取る観点

注：重点としていない観点について
も、教師の指導改善や生徒の学習改
善に生かすために、生徒の学習状況
を確認することは重要である。

参考資料 P42～44３．指導と評価の計画



「態」：学習活動を通して身に付けた態度
を評価するため、単元や小単元等の導入で
評価したり、単一の授業の冒頭で評価した
りして記録に残すことは適切でない。



毎時間振り返りの機会を設けることも考えられるが、小
単元など数時間の区切りで時間をとり、教科書、ノート
等を見直しながらゆっくり自己の学習について振り返る
機会を設けることも考えられる。



学びの足跡シート 評価方法の工夫例のうちの１つ 参考資料 P49

第１時の学習を踏まえて、教師か
ら生徒に示す。

小単元の学習後にノートを読み返しな
がら記入する。

小単元の学習の結果や過程を振り返り、
問題解決における表、式、グラフのよさ
や一次関数の特徴のよさなどを実感して
いるか、一次関数に関連してこれから何
を学びたいと思っているかなどを評価す
る。



授業の中で５～１０分程度
の小テストを行って回収

小テストで全員の学習の状況を把握する機会
とし、学習改善や指導改善に生かす。総括の
資料とするための記録は第５時に実施。

記録：総括の資料とするための評価として、
全員の学習状況を記録に残すものに○を付す。

第３時からの知識・技能が深まった状
況を第５時で評価し、総括の資料とす
るための評価として全員記録に残す。



小テストを回収し変化の割合について理解しているかどうかについて、まず「イ」
を答えることができるかどうか、さらにこれに加えて「ウ」を答えることができる
かどうかで評価する。「イ」を答えられない生徒には、変化の割合の意味を第３時
のノートや教科書を見直して確認し、変化の割合の定義についての知識が身に付け
られるようにする。また「ウ」を答えられない生徒には、xが１ずつ増えた表をか
いたりyの増加量をxの増加量で割ったりするなど、変化の割合の意味についてxとy

の関係に基づいて理解できるようにする。

第３時 評価規準（知④）小テスト（例） 参考資料 P45

知識・技能④
変化の割合の意味を理解している。



問い
下のアからエまでの表
は、yがxの一次関数であ
る関係を表しています。
この中から、変化の割合
が２であるものを１つ選
びなさい。

一次関数のグラフと式
（全国学力・学習状況
調査H29数A11）

ア 10.9％

イ 14.6％

◎ウ 56.4％

エ 16.3％



行動観察：生徒の発言やつぶやき、机間指導
等を通じて捉えた生徒の学習への取組の様子、
ノートの記述などに基づいて評価する。

ノート：授業後に、生徒のノートやワークシート、
レポート等を回収し点検して評価する。
→評価内容について記述を求める必要がある。



第16時 評価規準（思②）小テスト（例） 参考資料 P46

水を熱し始めてからの時間と水温の関係が一次関数
といえるかどうか（→みなす）事前の指導



第16時 評価規準（思②）小テスト（例） 参考資料 P47

一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現する
ことができるかどうかについて評価する。

記述できていない生徒には、14～16時間目の問題解決を振り返って、一次
関数とみなすことについて改めて指導したり、点の並びや変域に着目して
直線のグラフを座標平面に表すことを促したりして、一次関数とみなして
未知の値を予測できるようにします。



記録に残した評価のまとめ

本単元については、例えば表１のような表を作り、各観点
の評価の結果を整理し、それを基に、各観点の評価の単元に
おける総括を進めていくことが考えられる。

指導と評価の計画で【記録】
に○を付した時間



単元における総括の進め方

ア 数値で表して合計や平均値などを用いる方法
評価の結果を数値によって表し、数値から単元における総括を行う。
例えば、Ａ＝３､Ｂ＝２､Ｃ＝１を基本として換算し、観点ごとに単元
全体の合計や平均値などを求め、その数値を基に、単元における総括
としてのＡ、Ｂ、Ｃを定める。

イ 一番多い評価を用いる方法
最も数の多い記号がその単元における学習状況を最もよく表している
と考えて、単元における総括を行う。例えば、単元全体でＡが３回、
Ｂが２回、Ｃが０回の観点については、単元における総括をＡとする。

ウ 単元の後半の評価を重視する方法
生徒の学習は、指導の経過とともに深まったり高まったりすると考え
て、単元における総括を行う。例えば、単元の指導の経過とともに
Ｃ→Ｂ→Ｂ→Ａと評価が変化した観点については、単元における総括
をＡとする。

※３つの観点をすべて同じ方法で総括することは必ずしも必要ではない。


